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形行列不等式（Linear Matrix Inequality; LMI）の双対を考えることで、数値計算により算出された解
析結果が厳密であることを保証するための条件を導出し、数値例を通してその有効性を示している。
岡　田　幸一郎（萩原教授）「Fast-Lifting Approach to General Sampled-Data Systems and




























































































































































































































































































































































































正　野　由　美（白井准教授）「Basic Studies on the Design of Superconducting Fault Current














































































































本研究では、低温焼成セラミックス（LTCC：Low Temperature Co-fired Ceramics）基板を用いた多
層回路構造によって４ビットの5.8GHz帯での各種ディジタル移相器、12GHz帯や14GHz帯のRF-MEMS
をスイッチング素子に用いる12GHz帯多層経路長変化型LTCC移相器基板を設計・製作・評価した。
産官学連携センター
鎌　田　雄　大（藤田教授）「電子デバイス応用に向けたミスト気相エピタキシャル成長酸化亜鉛系薄
膜の研究」
安全性に優れたミスト気相法によりサファイア基板上ZnO、ZnMgO単結晶の成長を達成し、気相法で
の最高レベルの移動度70cm2/Vsを得て実用への優位性を示した。移動度の制限要因として残留不純物
と表面導電層の存在をあげ、電子デバイス応用に向けた課題を提言した。
篠　原　大　輔（藤田教授）「超音波噴霧CVD法を用いたサファイア基板上α型酸化ガリウム単結晶薄
膜の作製とその深紫外光機能」
超音波噴霧CVD法を用いることでサファイア基板上に同じ結晶形を持つα型酸化ガリウム単結晶薄膜を
得ることに成功した。X線ロッキングカーブ半値幅は60arcsecと結晶性に優れ、禁制帯幅は5.3eVで波
長220nm以下の深紫外光検出機能を示した。
高等教育研究開発推進センター
河　村　拓　馬（小山田教授）「粒子ベースボリュームレンダリングの高画質化に関する研究」
粒子ベースボリュームレンダリングは、大規模非構造ボリュームデータを効率よく可視化できる手法で
ある。しかしこの手法は、粒子密度を計算できず、画像を一意に決定することが困難であった。この問
題を解決するため、粒子のモデル化を行い、粒子密度推定式を導出した。
高　木　志　保（小山田教授）「情報可視化技術を用いた脳疾患診断補助システムの構築に関する研究」
本研究では、脳疾患により影響を受けると考えられる脳組織範囲および治療可能領域の推定支援を行い、
No.20
50
医師の診断補助が可能なシステムを開発した。本システムでは、解析結果を階層型一覧表示することに
より、研究用・画像管理用ツールとしての有効性を確認した。
田　中　哲　平（小山田教授）「情報可視化技術を用いた階層型応答曲面法の高速化」
階層型応答曲面法は、決定係数の値を用いて全解空間を再帰的に分割するため計算コストが高いという
問題があった。情報可視化技術を用いて大域解の存在する領域を絞り込むことで、階層型応答曲面法の
高い探索精度を維持したまま、大幅な計算コストの削減を実現した。
学術情報メディアセンター
青　山　秀　紀（中村（裕）教授）「さりげない支援のためのユーザの内部状態認識」
ユーザの状態に応じて過不足なく支援を提供するためのモデル“Interaction Reproducing Model”を提
案し、実際に良好な動作をすることを示した。これは、人間の熟練者による支援を模擬するために、ユ
ーザとシステム間のインタラクションを再現するモデルとなっている。
鴻　野　大　地（中村（裕）教授）「遠隔対話型行動記録の構造化」
「遠隔対話型行動記録」として、遠隔通信を行いながら行動を行い、その様子をウェアラブル機器で記
録する枠組みを提案した。支援者と作業者との対話情報を含んだ行動記録を画像、言語の両面から解析
し、統合することで、質の良いデータが得られることを示した。
前　田　俊　一（中村（裕）教授）「仮想アシスタントを用いた作業映像の製作支援システム」
料理などの作業映像の製作を支援する人工エージェント「仮想アシスタント」を提案した。テレビ番組
を参考にし、簡単なCGエージェントが質問などを行う自動化システムを試作した。実際の料理映像製
作において評価実験を行い、情報に富んだ映像が得られることが分かった。
